
２　評価項目

配点 加重倍率 評価点

(小計)15

(1)類似事業の実績 類似業務の実績は妥当か。 5 1 5

(2)業務実施体制 適切な人員体制が組まれているか。 5 1 5

(3)業務実施スケジュール 実施スケジュールは妥当か。 5 1 5

(小計)105

(1)業務目的の理解度
本県の取り組みや本事業の目的・必要性を十分に理解した上で
の提案になっているか。
【３ 業務の趣旨】

5 3 15

料理人の募集については、３ 業務の趣旨を理解した将来有望
な若手料理人を集める工夫などが検討された提案となっている
か。（実現可能性は高いか）
【４ 業務内容（１）ウ】

5 4 20

シェフの募集については、３ 業務の趣旨を理解した有名シェ
フを集める工夫などが検討された提案となっているか。（実現
可能性は高いか）
【４ 業務内容（１）エ】

5 3 15

チャレンジレストランについては、３ 業務の趣旨に沿った内
容となっているか。
【４　業務内容（２）】

5 2 10

雑誌メディア等を活用した情報発信については、３ 業務の趣
旨に合致する料理人等に対して広く発信できるものとなってい
るか。
【４ 業務内容（３）ア】

5 2 10

掲載雑誌及びその掲載内容は、３ 業務の趣旨に合致する料理
人等に対して強く訴求できるクオリティの高いものとなってい
るか。
【４ 業務内容（３）イ】

5 2 10

アンケートの実施、集計、分析の一連の業務についての提案は
妥当か。（実現可能性は高いか）
【４ 業務内容（４）】

5 1 5

事業全体の管理についての提案は妥当か。
【４ 業務内容（５）】

5 1 5

KPIの達成が見込める内容となっているか。
【４ 業務内容（６）】

5 1 5

(3)価格点
見積額（消費税及び地方消費税を含む）は安価であるか。
算出方法：１０点×応募者中の最低価格／提案者の価格
※小数点以下第１位で四捨五入

5 2 10

120合計

(2)手法の妥当性

「令和７年度若手料理人成長支援業務委託」
提案書評価基準

１　評価基準
（１）審査点（１２０点満点）とする。

（２）各審査委員の審査点を合計して総合点を算出し、得点の多い順に委託候補者として選定する。

（３）総合点が同じ場合は、審査委員の多数決により順位を決定する。

（４）審査委員の２名以上が審査点を５０点未満とした場合は委託候補者としない。

１　業務遂行能力

評価項目及び着目点

２　提案内容


